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௧和元ᖺ㸦㸰㸮㸯㸷ᖺ㸧㸯㸯月㸯㸲日㸦木㸧 

ඵ௦市立東陽小学校 

＜研究主題＞ 

 ࡶ子࡞豊，ࡴ食࡛ࠖ育ࠕ

～家庭・地域ࡾࡀ࡞ࡘ，子ࡶの未来を育ࡴ食育の実践～ 

低学年 

 ，ࡕࡶ興味・関心を食ࠖࠕ

 ࡶ気࡙く子食ࠖの楽しさࠕ

䛂食䛃䜢通して，自分の生活䜢䜘り䜘くしていく子ども 

中学年 

自分のࠕ食 ，ࡾい࡚知ࡘࠖ

 ࡶ子ࡿ食ࠖを考えࠕ

高学年 

自分のࠕ食 ，ࡵࡘい࡚見ࡘࠖ

 ࡶ子ࡿ食ࠖを実践すࠕ

気づく    考える   実践する 

目指す子どもの姿 

 

 

やまࡵの塩焼ࡁ 

いࡁࡔࡓます。 

 東陽産ࡔよ。 

東陽町のマスコット䛂し䜗うがく䜣䛃 



        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研 究 主 題 

䛂食䛃䛷育む，豊䛛䛺子䛹も 

～家庭・地域䛸つ䛺䛜䜚，子䛹もの未来を育む食育の実践～ 

子䛹もの実態，家庭・地域の実態 

学級経営 日常指導 

䛂食䛃を通し䛶，自分の生活をよ䜚よくし䛶いく子䛹も 

食事の重要性 心身の健康 感謝の心 社会性 食文化 

食育の視点 

食品を選択す䜛能力 

食↚関する正しい知識の習得 

外
国
語
活
動 

情報提供 

家庭   啓発 

協力 

情報提供 

啓発  地域 

協力 

 

望ましい食習慣の形成 

食↚関する実践的↙態度の育成 

研究の構想 

各教科・道徳科・外国語活動・ 

総合的な学習の時間・特別活動 
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研究ࡢ実際 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ࡀࡶ食や生活スタイルࢆ見ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵࡘ授業࡙くࡾや日常ࡿࡅ࠾指導

低学年 ࠕ食ࠖ興味࣭関心ࠕ，ࡕࡶࢆ食ࠖࡢ楽しࡉ気࡙く子ࡶ 

中学年 自ศࠕࡢ食ࠖࡘい࡚知ࠕ，ࡾ食ࠖࢆ考えࡿ子ࡶ 

高学年 自ศࠕࡢ食ࠖࡘい࡚見ࠕ，ࡵࡘ食ࠖࢆ実践ࡿࡍ子ࡶ 

   

   

   

 

朝ࡈ飯ࢆ食ࡿ

  ࡿ入ࡀスイッチࡢࡘ３

 ࠋいࡈࡍ࡚ࡗ

 

残ࡎࡉ食ࡿ，作ࡗ

 ࠋࡿࢀく࡛ࢇ喜ࡀ人ࡓ

うࢀしいࠋ࡞ 

 
ࡀࡀうࡻし，ࡣ東陽ࡐ࡞

特産ࠋ࡞ࡢ࡞  

ࡗ࡞くࡁ大ࡶ野菜ࡢ

 一番ࡀ今ࠋ࡞ࡓࡁ࡚

 ࠋ࡞ࡢいしい࠾ 

自ศࡢ食事や食物㸦食材や料理㸧ࡢ好ࡁ嫌いࡢ様子ࢆ振ࡾ返ࡾࡓࡗ，野菜ࢆ育࡚࡚食ࡿࡍࡾࡓ活動
話題ࢆ࡞ࡇࡿや食ࡇࡢ物食，ࡕࡶࢆ興味࣭関心ࡢ食ࠖࠕࡀ児童，ࢀ入ࡾ取授業ࢆ࡞
学習ࡇࡿࡍ，体験ࡇࡿࡍ楽しࡀࡉあࡇࡿ気付く授業ࢆ行いࠋࡍࡲ 

 

㸯年生 学級活動 㸰年生 道徳 

㸱年生 国語 

㸰年生 学級活動 

㸲年生 社会 㸲年生 理科 

 
大豆࡚ࡗ 

 ࠋࡡいࡈࡍ

食関ࡿࡍ内容ࢆ教科ࡢ学習素材し࡚使ࡾࡓࡗ，教科等ࡢ学習内容࡛ࡲࢀࡇ習得しࡓ食関ࡿࡍ
知識ࢆ関連ࡿࡍࡾࡓࡏࡉ活動ࢆ࡞授業取ࡾ入ࢀ，身近࡞食材，食ࡇࡿ健康ࡢ関係ࡘ࡞い
࡚知ࡾ，食材ࢆ意識し࡚見ࡿ，選ぶ，食࡞ࡇࡿ，食事関連付࡚ࡅ考えࡿ授業ࢆ行いࠋࡍࡲ 

 

㸳年生 家庭 

 

作ࡣࡁࡿ食材

ࡏ合わࡳ組ࡢ

気ࡼࡅࡘࢆうࠋ 

㸴年生 学級活動 㸴年生 家庭 

 

私ࡵࡍࡍ࠾ࡢポイ

ントࡲࡈ，ࡣ風味

 ！ࡇࡿࡍ

食品５ࡢ大栄養素や食事ࡀ体及ぼࡍ影響，食品ࢆバランスࡼく組ࡳ合わ࡚ࡏ食ࡢࡇࡿ大ษ࡞ࡉ
献立，朝食ࡢ汁や一食ศࡑࡳࡢ家ࡀ我，ࡵࡘい࡚見ࡘ食ࠖࠕࡢ自ศࡀ通し࡚，児童ࢆ学習ࡢい࡚ࡘ
メニュ࣮ࢆ考え，実践ࡓࡲࠋࡍࡲࡆ࡞ࡘ，地域伝わࡿ料理ࢆ作ࡿ実践ࡶ行いࠋࡍࡲ 

 

地域伝わࡿ食物ࡘい࡚ࡢ授業ࢆ通し࡚ࠊ

 
晩白柚ࡢ砂糖漬， 

家࡛ࡶ作ࡑࢀうࠋ࡞ࡔ 

 

ぼくࡀ好࡞ࡁ料理 

 ࡀ物食ࡢ黄色ࡣ

多いࠋ࡞ 

 授業࡙くࡾ  

仮説ࢆ検証ࡵࡓࡿࡍ実践

事項ࡢ視点ࢆ設ࡲࡅしࠋࡓ 視点１ 



委員会活動の活性化 

食育タイ࣒㸦給食の時間㸧の活用 

食育関連保健関連掲示コーナーの活用 

縦割ࡾ班交流給食の実施 

野菜の栽培や食材関わࡿ体験活動の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  
 

 

 
こࡢ献立ࡢバランスࡣ 

 。ࡍう࡛

 
 ࡿ食べ࡛࡞ࢇࡳ 

  ！ࡡいࡋい࠾

 
晩白柚ࡢ㔜さࡣ 

 。࡞何個分ࢇࡳ

  

 

各委員会，またࡣ複数ࡢ委員
会ࡀ協力࡚ࡋ，食ࡘい࡚考
え，自分ࡢ生活ࢆ見ࡿࡵࡘこ
実施ࡋ計画ࢆ取組ࡿࡁ࡛ࡀ
 。ࡍいま࡚ࡋ

 名称募集ࡢイルࠖ食育フࠕ࣭

 開催ࡢ食育ル࣮ムࠖࠕ࣭

࣭運動㔞ࢆ増やࡍ全校㐟び 

࣭食関ࡿࡍ図書ࡢ紹 

࣭児童集会࡛ࡢ食や健康関 

 ࡞  情報提供ࡿࡍ

食育タイムࡣ，栄養教諭
給食一口࣓ࠕࡿࡍ作成ࡀ
ࡾたࡋ紹ࡀ児童ࢆࠖࣔ
聞いたࡿࡍࡾこ࡛，食
材や行事食ࡘ࡞い࡚
知ࡾ，考えࡿ時間ࡾ࡞
まࡍ。縦割ࡾ班交流給食
ࢆさࡋ喜びや楽ࡢ食事ࡣ
感ࡶࡿࡌ，食事ࡢ
マナ࣮ࢆ意識ࡿࡍ機会
 。ࡍまࡾ࡞ࡶ

 

常設ࡢ掲示板ࡵࡌࡣࢆ，
食関ࡿࡍ情報ࢆ多数掲
示࡚ࡋいまࡍ。 

࣭給食ࢆ作࡚ࡗくࡔさࡿ 

方々ࡢ紹 

࣭食材ࡢ紹 

࣭食育ࡢ日ࡢ献立 

࣭食育クイࢬや体験コ࣮ 

ナ࣮ 

࣭健康関ࡿࡍ情報 

 ࡞        

子ࡶ農園࡛，地域ࡢ特
産物࡛あࡿ野菜ࢆ育࡚，
収穫ࡋ，食べࡿこ࡛，
食材ࡢ興味࣭関心ࡀ高
まࡾまࡍ。成長ࡢ過程ࢆ
知ࡗ࡞ࡽた児童ࡀ，᱂
培や調理ࢆ体験࡚ࡋ，᱂
培ࡢ難ࡋさや楽ࡋさ，自
分࡛᱂培ࡋたࢆࡢࡶ食べ
味わうこࢆ喜びࡢこࡿ
 。ࡍまࡁ࡛ࡀ

 

 
種ࡻࡋうࡀ植えࡣ 

初ࡢ࡚ࡵ経験࡞ࡔ。 

 

 
 ࡢ生活習慣病ࡣࡁࡌࡦ

予防適ࡋた食材࡛ࡍ。 

 

指指ࡢ間ࢆ 

 いࡡい࡚ࡋう少ࡶ

洗いまࡻࡋう。 

 
オクラࡣ夏野菜ࡼࡔ。 

今，⏿࡚ࡗ࡞いࡡࡼࡿ。 

落花生ࡣ土ࡢ中 

 。ࡼࡿࡁ࡛

 日常࠾けࡿ指導  

子ࡀࡶ食や生活スタイルࢆ見ࡿࡵࡘこࡿࡁ࡛ࡀ授業࡙くࡾや日常࠾けࡿ指導 

各学年࡛行う授業併せ，全

校࡛取ࡾ組ࡴ活動ࢆ行࡚ࡗい

まࡍ。 



食育便ࡾや保健便ࡾによࡿ提案 

 お弁当の日ࠖの取組ࠕ

子も農園の野菜販売 

招待給食の実施 

東陽小オࣜࢪナࣝ食育検定問題への挑戦 

料理教室の実施 

朝食キャンペーンへの参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食材納入業者や食材生
産者ࡢ方々会食ࡿࡍ
機会ࢆ設け࡚いまࡍ。
会食ࡽࡀ࡞ࡋ，生産者
あた᱂培や養殖ࡽ
ࡾ聞いたࢆ思いࡢ࡚ࡗ
日頃࠾世話࡚ࡗ࡞い
様ࡢ学校方ࡢ地域ࡿ
子ࢆ話ࡋたࡿࡍࡾこ
࡛，学校࡛ࡢ学びࢆ地
域ࡢ方発信ࡋまࡍ。 

 

  

 

      

 

 

 
 ࡎ嫌いせࡁ好，࡞ࢇࡳ

食べ࡚いまࡡࡍ。 

 
 。ࡼࡍい࡛ࡋい࠾

いࡍ࡛ࡀ。 
 

 自分࡛ࠊࡋࡼ

ษࢇࡽࡈ࡚ࡗ。 

収穫ࡋた野菜ࡣ持ち帰
校区，ほࡿ食べ࡚ࡗ
内あࡿ物産館࡛販売
保授業参観時ࡾたࡋ
護者販売ࡋた࡚ࡋࡾ
いまࡍ。地域在住ࡢ方
得࡚，学年行ࢆ協力ࡢ
事࡚ࡋ親子料理教室
通ࢆた。食ࡋ行いまࢆ
࡞ࡘ家庭࣭地域࡚ࡌ
 。ࡍまࢀ生まࡀࡾࡀ

全児童ࡀ弁当作ࡾ取
ࡢ難度うࡼࡿࡵ組ࡾ
異４ࡿ࡞コ࣮スࢆ設け
࡚いまࡍ。家庭科ࡢ調
理実習前後，家庭࡛
設けࢆ機会ࡿࡍ調理ࡶ
࡚いまࡍ。朝食キャン
ペ࣮ンࡣ，学校࡛ࡢ
学びࢆ生せࡼࡿう
学年適ࡋたコ࣮スࢆ
決ࡵ参加࡚ࡋいまࡍ。 

 

いࡋい࠾ࡽたࡋう

ぶうࡿ࡞思い

まࡍ。 

学校࡛取ࡾ組࡛ࢇいࡿ
食育ࡢ様子ࢆ家庭伝
えࡶࡿ，家庭࡛
加ࢆ記事ࡍ促ࢆ取組ࡢ
えࡿこ࡛，児童保
護者ࡀ共記事ࢆ話題
工࡞うࡼࡿ࡞たくࡋ
夫ࢆ行࡚ࡗいまࡍ。食
育検定合᱁ࡋた児童
࡚ࡋ発行ࢆ認定証ࡣ
いまࡍ。 

認定証ࡽࡶࡀえまࡍ。 

 

 

 

 
早起࡚ࡋࡁ作ࡾまࡋた。 

出来上࡚ࡗࡀうࡋࢀい。 

学校ࡢ学びࢆ家庭や地域࡛生ࡍこࡿࡁ࡛ࡢ場ࡢ設定 視点２ 



食育チェック表の活用 

食育マナーチェックࢩーࢺの活用 

 の実施ࢺンケー

ノー࣓ࢹࢹーの設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

毎朝，児童ࡣ以下ࡢ項
目ࡘい࡚自己評価ࢆ
 。ࡍいま࡚ࡋ

࣭ኤ食ࡢ共食 

࣭朝食ࡢ栄養バランス 

࣭旬ࡢ食材ࡢ摂取᭷無 

࣭就寝時刻 

࣭እ遊ࡢࡧ᭷無 

᭶末振ࡾ返ࢆࡾ記入
まࡾ持ち帰家庭，ࡋ
 。ࡍ

   

  

ノ࣮࣓ࡢࢹ取組
視ࡢࢹ࣓，࡚ࡗࡼ
聴ࡦࢆえ࡛ࡇࡿ，
家族団ࡢࢇࡽ時間ࡸ十
分࡞睡眠時間ࡀ確保࡛
ࡾࡗࡋࢆ朝食，ࡁ
摂ࡇࡿࡆ࡞ࡘࡇࡿ
取組。ࡍいまࡽࡡࢆ
保護者ࡸ児童ࡣ結果ࡢ
 。ࡍいま࡚ࡏࡽ知

 

マナ࣮㸯㸮項目ࡘい࡚

自己評価࡚ࡋいまࡍ。 

児童ࡸ保護者ࢆ対象
実施ࢆࢺンケ࣮たࡋ
指ࢆた結果ࡋ分析，ࡋ
導活࡚ࡋいまࡍ。
食育タࠕ，ま࡛ࢀࡇ
࣒ 家庭生活ࠕࠖ 家庭ࠕࠖ
食育マナ࣮ࡢ࡛ ࠾ࠕࠖ
弁当作ࡘࠖࡾい࡚
ンケ࣮ࢆࢺ実施ࡋ，児
童ࡢ実態変容ࢆ見࡚
いまࡍ。集計結果ࡘ
い࡚ࡣ，保護者紙面
࡛知࡚ࡏࡽいまࡍ。 

毎月１䠐，１䠑，１䠒日に設定しています。 

 

朝ࡎ࠾ࢆࢇࡣࡈま࡛

ちࢇࡷ食べࡿ子ࡶ

 。ࡍ増え࡚いまࡀ

  

毎᭶㸯９日ࠕ食育ࡢ日  。ࡍまࡋチェックࠖ

䛂食育ファイ䝹䛃に毎月ファイ䝸ングしていきまࡍ。 

 

，ࡣルࠖ食育フࠕ

食育便ࡸࡾ食育チェック

表ࢆ࡞綴࡚ࡌいまࡍ。 

子ࡢࡶ実態ࡶࢆ指導ࡿࡍࢆたࡢࡵ調査࣭分析ࡢ工夫 

 

全࡚ࡢ学年࠾い࡚，ノ࣮࣓ࢹ

 。ࡍ増え࡚いまࡀ取組数

視点３ 



研究ࡢまࡵ 

㸯 ンケ࣮ト結果 

 ձࠕᖹ日，࠾子さࡣࢇ朝ࢆࢇࡣࡈ毎日食べまࡍ。ࠖ  

 

 

 

 

 

 

 

 ճࠕᖹ日，࠾子さࡣࢇ朝起࡚ࡁ朝ࢆࢇࡣࡈ食  մࠕᖹ日，午前中࠾ࡢ子さࡢࢇ気分ࡣう࡛ࡍ 

   べ始ࡿࡵま࡛ࡢ時間ࢀࡣくࡽい࡛ࡍ。ࠖ ࠖ。ࡍ     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 յࠕ朝食内容䠄赤黄緑䠏色䛾食品を食べた䠏点，䠎色食べた䠎点， 

䠍色食べた 1点䠅ࡢ変容ࠖ 

 

 

 

 

 

 

շࠕ昨年度ࡢ 1学期比べ࡚，࠾子さࡢࢇ食習慣ࡣう࡛ࡍ。ࠖ㸸児童ࡢ変容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

41.1

39.7

59.7

38.9

37.0

32.9

28.8

16.4

9.7

8.3

22.2

24.7

30.1

23.3

23.3

30.1

16.7

27.8

20.5

21.9

27.4

19.2

20.5

15.3

11.1

17.8

15.1

20.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

箸ࢆ正ࡋく持࡚ࡗ食べࡿ 

 

茶碗ࡁࢆちࢇ持࡚ࡗ食べࡿ 

 

ࡍまࡁࡔいたࠕ  ちそうさࡈࠕࠖ

まࠖࢆ言う 

 

食事ࡢ時，手伝いࡿࡍࢆ 

 

好ࡁ嫌いせࡎ食べࡿ 

 

食関ࡿࡍ話ࡿࡍࢆ 

 

調理ࡘい࡚たࡿࡡࡎ 

 以前࡚ࡋࡽいた 

 

 以前ࡎࡾࡼいぶࢇ 

意識ࡼࡿࡍうࡗ࡞た 

 

以前ࡾࡼ少ࡋ 

意識ࡼࡿࡍうࡗ࡞た 

 

変容ࡀ見࡞ࢀࡽい 

91.1 

95.9 

8.9 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30．6

Ｒ1．6

毎日食べࡿ 時々食べࡿ ほࢇ食べ࡞い

①～䐢䛸䐤䛿，生活につい䛶䛾アンケート䠖保護者回答䠄Ｈ䠏䠌．䠒，Ｒ䠍．䠒実施䠅，
䐣䛿，食育チェックシート䠖児童回答䠄Ｈ䠏䠌．䠕䛸Ｒ䠍．䠓を比較䠅， 

䐥䛿児童䛾変容につい䛶䛾アンケート䠖保護者回答䠄Ｒ䠍．䠒実施䠅， 

䐦䛿食育アンケート䠖児童回答䠄Ｈ䠏䠍．䠎実施䠅から䛾抜粋䛷す。 

41.8 

52.1 

51.9 

43.8 

6.3 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30．6

Ｒ1．6

いࡼࡶ࡚ まあまあࡼい あまࡼࡾく࡞い

ղࠕ朝ࢆࢇࡣࡈ食べ࡞い理由ࡣ 

ࠖ。ࡍ࡛ࢇ࡞  

䠄Ｈ䠏䠌．䠒䠅→䠄Ｒ䠍．䠒䠅 

࣭食欲ࡗ࡞ࡀたࡽ 

              7.6％→ 2.7％ 

14.1 60.6 

1.4 

15.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3点ࢆ維持 上ࡗࡀた 2点以ୗࢆ維持 ୗࡗࡀた

նࠕ朝ࡎ࠾ࡢࢇࡣࡈ何ࡼࢆ

く食べまࡍ。ࠖ  

䠄Ｈ䠏䠌．䠒䠅→䠄Ｒ䠍．䠒䠅 

 4.1％ →6.3％  ࡋ࡞ࡎ࠾࣭

࣭卵          58.2％→68.5％ 

࣭野菜    13.9％→20.5％ 

 

3.8 

9.6 

27.8 

26.0 

60.8 

53.4 

7.6 

11.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30．6

Ｒ1．6

㸱㸮分以上 㸯㸳分～㸱㸮分くࡽい

㸳分～㸯㸳分くࡽい 㸳分くࡽい



 ոࠕ食育通信ࠗいたࡁࡔまࢆ࠘ࡍ毎月見࡚いまࡍ。ࠖ  

 

 

 

 

 

 

 պ保護者や児童ࡢ記述 

 ࡾ返ࡾ振ࡢ児童ࡢ食育チェックシ࣮トࠖࠕ   感想ࡢ保護者ࡢ日ࠖ実施後ࡢ弁当࠾ࠕ

 

 

 

 

 

２ 成果課題 

㸦㸯㸧成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上ࡢこࡾࡼ，本研究࠾けࡿ取組ࡣ，本校児童ࢆ ࡼࡾࡼࢆ生活ࡢ自分，࡚ࡋ通ࢆ食ࠖࠕ͆

く࡚ࡋいく子͇ࡶ近࡙けࡿこࡁ࡛ࡀた。 

㸦２㸧課題 

本研究࠾けࡿさまࡊま࡞取組࡚ࡗࡼ高まࡗた児童ࡢ意欲ࢆ今後ࡶ持⥆ࡋ，実践ࡀ習慣化

また，肥満傾向㸦肥。ࡿ必要࡛あࡀいくこ࡚ࡋ⥆⥅ࢆ取組ࡽࡀ࡞加えࢆ工夫࡞新た，ࡣࡿࡍ

満度２㸮％以上㸧あࡿ児童ࡀ全国比べ࡚多いいう実態ࡀあࡿたࡵ，食生活や生活ࣜࢬム

 。たいࡾ図ࢆ改善࡛行うこࢆ指導ࡢ加え，運動面

࠙仮説㸯ࡘい࡚ࠚンケ࣮ト結果ձղմշչࡽ 

全学年࠾い࡚，教科等や学校給食ࡢ時間，日常ࡢ学級指導等ࡢ中࡛，学校給食ࢆ活用

ࢇࡣࡈ朝࣭ࡁ早寝࣭早起ࠕ学習やࡿࡍ関た食ࡋ 取ࡿࡍ関生活習慣࡞うࡼࡿࡁ実行࡛ࠖࢆ

組ࢆ関連させ࡚行ࡁ࡚ࡗた。 

こࡢࡽࢀ取組࡚ࡗࡼ，児童ࡣ食や健康関ࡿࡍ正ࡋい知識ࢆ得ࡿこࡁ࡛ࡀた。また，

自分ࡢ食生活や生活ࣜࢬムࡘい࡚目ࢆ向け，習得ࡋた知識࣭技能ࢆ使࡚ࡗ自分ࡢ食や健

康ࢆ改ࡼࡿࡵうࡁ࡚ࡗ࡞た。こࡢこࡣ，児童ࡢ心身ࡢ状態ࡼࡶい影響ࢆ与え࡚いࡿ。 

・ 前日ẦỤ下ắしỤえをし，全部自分Ể作
ụ，すắいể思いộしẺ。料理好ẨỆễ
ụ，うủしいỂす。 
・ １Ầ月前ẦỤ，嫌いễ卵焼Ẩを作ụ食
べềいộしẺ。自分Ể料理すỦẮểầ最
高のスパイスỆễẾẺợうỂす。 

・ 旬の野菜を食べễẦẾẺのỂ，ỂẨỦẻけ食べ
ỦợうỆしẺいỂす。 
・ 前月ợụも点数ầのびềいỦのỂ，うủしいỂす。
しẦし，ộẻᾇ点ầ多いのỂ，ᾈ点をもẾể増やしẺ
いỂす。 

・ 朝，緑の食べ物を冷蔵庫ẦỤ見ếけềỚộす。 

࠙仮説２ࡘい࡚ࠚンケ࣮ト結果ճյնոպࡽ 

学校࡛ࡢ取組ࢆ家庭や地域࡛生ࡍこࡿࡁ࡛ࡀ場ࢆ設定ࡁ࡚ࡋた。学校家庭࣭地域

協力ࡶࡿ知ࢆ大ษさࡢ協力ࡢ方々ࡢい࡚，家庭や地域࠾行う取組ࡽࡀ࡞ࡋ連携ࡀ

 。たࡋ実感ࢆさࡁ大ࡢ効果ࡢ࡛こࡿ得ࢆ

児童ࡀ自分ࡢ生活ࡼࡾࡼࢆく࡚ࡋいこう主体的実践࡚ࡋいࡿ表࡚ࡋࢀ，以ୗࡢこ

 。ࡿࢀࡽࡆ挙ࡀ

࣭ 自ࡽ偏食ࢆ克服ࡼࡋうࡋたࡾ栄養ࡢバランスࢆ考え食べࡼうࡋたࡿࡍࡾこ 

࣭ 学校࡛ࡢ学びࡀ家庭࡛ࡢ調理࡚ࡗࡀ࡞ࡘいࡿこ 

࣭ 栄養バランスࢆ意識࡚ࡋ朝食ࢆ摂ࡗたࡾ，時間余裕ࢆ持࡚ࡗ朝食ࢆ食べたࡿࡍࡾ 

こ࡞   

40%

45%

9%
6%

毎月必ࡎ見ࡿ

大体見ࡿ

たまࡋ見࡞い

ほࡰ見࡞い

○食べ物ࡢ情報ࡀいࢁ
いࢁ分ࡿ。 

○旬ࡢ野菜࡚ࡗࡢࡀい
࡞ࢇࡣࡈ朝，ࡽࡿ
 。ࡿ役立࡚࡚い

○他ࡢ学年ࡢ食育ࡢ授
業ࡢこࡗࡢࡀ࡞
࡚いࡿ。 

չ食育検定ࡢ取組状況 

 第㸯回㸸ࠕ栄養バランス編ࠖ 

ཷ検率㸯㸮㸮％ 

     合᱁率 㸴㸷％ 

 第２回㸸ࡢࡋࡣࠕマナ࣮編ࠖ 

ཷ検率㸯㸮㸮％ 

     合᱁率 㸷㸮％ 


